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11
月
12
日
新
郷
公
民

館
体
育
ホ
ー
ル
に
於
い

て
「
新
郷
都
市
計
画
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
（
会

長
＝
松
本
安
弘
さ
ん
）」

の
発
会
式
が
行
わ
れ
た
。

　
事
業
計
画
は
、
地
元

新
郷
地
区
の
未
来
を
見

据
え
、
川
口
市
都
市
計

画
基
本
方
針
の
理
解
と

推
進
の
為
に
、
適
時
適

切
な
活
動
を
行
っ
て
い

く
等
。

　
来
賓
は
、
新
藤
義
孝

衆
議
院
議
員
・
奥
ノ
木

信
夫
川
口
市
長
、
下
記

写
真
の
皆
さ
ん
。　
　

　
松
本
会
長
（
写
真
左
）

は
「
心
を
一
つ
に
し
よ

う
と
言
う
思
い
か
ら
発

会
、こ
れ
か
ら
何
を
や
っ

て
い
く
か
は
、
十
分
協

議
を
し
て
、
き
ち
っ
と

し
た
も
の
を
や
っ
て
い

き
た
い
」
と
、
挨
拶
さ

れ
た
。

　
奥
ノ
木
市
長
は
「
区

画
整
理
事
業
に
つ
い
て

１
人
１
人
の
協
力
が
必

要
で
す
。
事
業
計
画
を

理
解
し
て
頂
い
て
進
め

ま
し
ょ
う
」
と
。

　
役
員
は
次
の
通
り
。

▽
会
長
＝
松
本
安
弘
▽

会
長
代
行
＝
千
葉
正
吾

▽
副
会
長
＝
金
田
壽
雄
・

田
中
照
昌
・
荒
井
真
道
・

平
林
榮
子
・
飯
塚
秀
行
・

村
津
孝
徳
・
永
沼
義
隆

▽
会
計
＝
櫻
井
昭
人
・

河
邊
幸
一
郎
▽
監
査
＝

鈴
木
希
代
子
・
新
井
秀

樹
▽
事
務
局
長
＝
小
磯

国
昭
▽
事
務
局
次
長
＝

髙
橋
浩
二
・
高
橋
浩
二

▽
会
長
補
佐
＝
飯
塚
孝

行
市
議
。　　
（
敬
称
略
）

　
本
紙
は
地
域
新
聞
と
し

て
、
地
域
の
方
が
分
か
る

よ
う
に
、
顔
写
真
は
出
来

る
だ
け
顔
が
見
え
る
よ
う

に
撮
影
の
時
だ
け
マ
ス
ク

を
外
し
て
頂
い
て
撮
影
し

て
い
ま
す
。
編
集
部

歴
代
校
長
、
同
地
区

内
校
長
、
学
校
関
係

者
等
の
来
賓
が
出
席

し
、
温
か
く
見
守
る

中
、
教
職
員
と
５・６

年
生
が
列
席
。

　
黒
澤
校
長
（
写
真

左
）
は
、「
１
０
０

年
１
５
０
年
と
皆
様

と
共
に
歴
史
と
伝
統

を
刻
み
続
け
て
ま
い

り
ま
す
。『
夢
を
は

ぐ
く
み　
学
び
を
拡

げ　
未
来
に
は
ば
た

く
南
っ
こ
』
を
宜
し

く
お
願
い
い
た
し
ま

す
」
と
挨
拶
さ
れ
た
。

　
奥
ノ
木
市
長
（
写

真
右
）
は
「
御
校
が

益
々
発
展
充
実
し
、

地
域
社
会
の
繁
栄
に

寄
与
さ
れ
ま
す
こ
と

を
心
か
ら
ご
祈
念
申

し
上
げ
ま
す
」
と
祝

辞
を
述
べ
ら
れ
た
。　
　

　
議
長
・
教
育
長
挨

拶
は
、
紙
面
の
都
合

で
割
愛
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
Ｐ
Ｔ
A
（
会
長
＝

兼
子
美
由
紀
さ
ん
）

か
ら
の
記
念
品
は
、

紅
白
幕
や
体
育
館
緞

帳
等
８
種
類
が
進
呈

さ
れ
た
。　

　
そ
し
て
、
地
域
の

会
社
か
ら
寄
贈
さ
れ

た
水
槽
に
、
宇
宙
メ

ダ
カ
が
戻
っ
て
き
て

泳
い
で
い
る
。

　
更
に
40
年
以
上
前

に
、(

株)

原
島
工
務

店
社
長
の
原
島
潔
さ

ん
が
寄
贈
し
た
、
ジ

オ
ラ
マ
（
縦
１
ｍ
・

横
３
ｍ
・
高
さ
１
ｍ
）

が
稼
働
し
、
共
に
50

周
年
に
華
を
添
え
た
。

　
同
校
は
、
昭
和
46

年
４
月
８
日
、
プ
レ

ハ
ブ
校
舎
15
教
室
で

の
開
校
。
９
月
鉄
筋

校
舎
24
教
室
。
48
年

　
小
春
日
和
の
穏
や

か
な
12
月
４
日
、
昨

年
度
に
開
校
50
周
年

を
迎
え
た
、
市
立
新

郷
南
小
学
校
（
黒
澤

誠
校
長
・
児
童
数

５
０
４
人
）
が
、
コ

ロ
ナ
禍
で
延
期
さ
れ
、

１
年
越
し
の
実
現
と

な
っ
た
記
念
式
典(

小

林
和
八
実
行
委
員
長
）

を
、
同
校
体
育
館
で

開
催
し
た
。

　
奥
ノ
木
信
夫
市
長
、

関
裕
通
議
長
、
茂
呂

修
平
教
育
長
、
清
水

健
治
市
立
小
学
校
長

会
長
、
地
域
代
表
、

　
順
に
立
石
泰
広
県

議
、
板
橋
智
之
前
県

議
、
幡
野
茂
市
議
、

飯
塚
孝
行
市
議
。

　
挨
拶
は
紙
面
の
都

合
で
省
略
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。

ア
ル
ミ
プ
ー
ル
等
。

54
年
管
理
棟
・
特
別

教
室
・
体
育
館
等
増

設
。
58
年
に
６
教
室

増
設
な
ど
で
現
在
に

至
る
。　
　

　
当
日
、
参
列
者
は
、

地
域
と
共
に
歩
ん
だ

半
世
紀
の
節
目
を

祝
っ
た
。



右
写
真
は
、
石
川

金
属
機
工(

株)

ブ
ー

ス
で
。開

会
式
で
、
新
郷

の
鈴
木
國
雄
さ
ん
が
、

川
口
農
業
ブ
ラ
ン
ド

認
定
者
で
、
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

生
演
奏
を
聴
き
、
他

の
学
年
は
教
室
棟
に

放
送
機
器
を
入
れ
、

リ
モ
ー
ト
で
、
ソ
プ

ラ
ノ
の
歌
声
と
ピ
ア

ノ
の
演
奏
を
聞
き

入
っ
た
。

　
出
演
は
、
同
校
卒

業
生
で
オ
ペ
ラ
歌
手

の
金
刺
美
穂
さ
ん
と
、

新
郷
南
小
卒
業
で
ピ

ア
ニ
ス
ト
の
山
元
香

那
子
さ
ん
、
曲
等
の

紹
介
は
音
楽
指
導
の

瀧
嶋
三
枝
子
先
生
。　
　 　

愛
の
夢
独
唱
・
ピ

ア
ノ
は
ラ
・
カ
ン
パ

ネ
ラ
、
２
人
の
講
話
、

フ
ィ
ナ
ー
レ
は
校
歌

を
全
児
童
が
合
唱
し
、

美
し
く
心
に
響
く
歌

声
や
ピ
ア
ノ
音
が
校

舎
に
響
き
渡
っ
た
。

第
7
回
目
と
な
る

「
川
口
市
市
産
品
フ
ェ

ア
２
０
２
１
」
が
11

月
12
か
ら
14
日
、
Ｓ

Ｋ
Ｉ
Ｐ
シ
テ
ィ
で
開

催
さ
れ
た
。

奥
ノ
木
信
夫
市
長

は
「
市
内
産
業
の
底

力
を
市
内
外
に
PR
し
、

販
路
拡
大
に
繋
げ
て

ま
い
り
ま
す
」
と
。　

立
石
泰
広
県
議
は

「
市
内
外
の
企
業
や
市

民
・
自
治
体
等
に
、

知
っ
て
、
使
っ
て
、

広
げ
て
い
た
だ
く
こ

と
が
大
切
で
す
」
と
。

立石泰広県議、長島香織さん、石川恵子さん、
飯塚孝行市議。

　
令
和
３
年
度
第
53

回
埼
玉
県
知
事
表
彰
・

シ
ラ
コ
バ
ト
賞
の
表

彰
式
が
11
月
16
日
、

埼
玉
会
館
で
開
催
さ

れ
た
。

　
新
郷
南
公
民
館
地

区
体
育
レ
ク
リ
ェ
ー

シ
ョ
ン
協
会
（
会
長

＝
山
﨑
徹
さ
ん
）
が

シ
ラ
コ
バ
ト
賞
を
受

賞
し
た
。

　
シ
ラ
コ
バ
ト
賞
は
、

地
域
住
民
の
ス
ポ
ー

ツ
技
術
の
向
上
や
楽

し
み
を
提
供
し
て
い

る
、
日
頃
身
近
な
と

こ
ろ
で
、
住
み
よ
い

地
域
社
会
を
実
現
す

る
為
、
積
極
的
な
実

践
活
動
を
続
け
て
い

る
個
人
や
団
体
等
に

贈
呈
し
、
そ
の
活
動

と
功
績
を
顕
彰
し
、

地
域
活
動
の
促
進
を

図
る
為
制
定
さ
れ
て

い
る
。

　
式
典
後
新
郷
南
公

民
館
に
戻
り
記
念
写

真
撮
影
。　
　

　
左
か
ら
、
山
田
忠

榛
松
町
会
長
、
前
原

博
孝
連
合
町
会
長
。

山
﨑
徹
レ
ッ
協
会
長
、

秋
場
昇
新
郷
南
公
民

館
館
長
。

　
東
本
郷
の
ピ
エ
ー

ル
ピ
コ
の
オ
ー
ナ
ー

シ
ェ
フ
山
田
充
之
さ

ん
は
開
店
よ
り
毎
年
、

県
立
川
口
特
別
支
援

学
校（
校
長
＝
マ
デ
ィ

ガ
ン
幸
子
さ
ん
）
の

中
学
部
３
年
生
を
招

待
し
、
テ
ー
ブ
ル
マ

ナ
ー
講
習
会
を
行
っ

て
い
る
。

　
今
年
も
11
月
４
日
、

31
名
の
生
徒
と
、
職

員
10
名
を
２
組
に
分

け
、
コ
ー
ス
料
理
を

提
供
し
た
。

　
テ
ー
ブ
ル
に
は
、

魚
介
類
の
贅
沢
サ
ラ

ダ
和
風
仕
立
て
、
牛

肉
の
赤
ワ
イ
ン
煮
込

み
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
風
、

フ
ラ
ン
ス
パ
ン
、
デ

ザ
ー
ト
の
盛
り
合
わ

せ
が
順
に
運
ば
れ
、

み
な
嬉
し
そ
う
に
舌

鼓
を
打
っ
た
。

　
教
頭
の
林
豊
先
生

は
「
素
晴
ら
し
い
お

料
理
で
子
ど
も
達
も
、

お
い
し
い
、
幸
せ
と

笑
顔
で
食
べ
て
い
ま

し
た
。
貴
重
な
体
験

を
い
た
だ
き
ま
し
て

真
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
」
と
。

　
山
田
さ
ん
は「
あ
っ

と
い
う
間
に
20
年
経

ち
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
生
徒
さ
ん
の
笑

顔
が
見
ら
れ
る
よ
う

頑
張
っ
て
ま
い
り
ま

す
」
と
微
笑
ま
れ
た
。

10
月
27
日
、「
小
さ

な
親
切
」
運
動
川
口
支

部
（
代
表
＝
原
島
潔
さ

ん
）
は
、
今
年
も
赤
井

の
サ
ン
テ
ピ
ア
（
理
事

長
＝
清
水
竹
敏
さ
ん
）

に
恒
例
の
車
イ
ス
を
寄

贈
し
た
。

　
「
平
成
15
年
か
ら
今

回
で
17
台
目
で
す
」と
、

原
島
さ
ん
。

　
写
真
左
か
ら
池
田
誠

さ
ん
、小
林
道
子
さ
ん
、

原
島
潔
さ
ん
、
戸
塚
英

樹
さ
ん
、
大
道
寺
覚
さ

ん
。

幡野茂市議、前原博孝市議、永瀬秀樹県議、飯塚孝行市議。

　左から林教頭、山田シェフ、設樂慶子先生。

　瀧嶋先生、金刺さん、山元さん、石川校長

11
月
５
日
、
新
郷

東
小
学
校
（
校
長
＝

石
川
庸
子
さ
ん
）
は
、

体
育
館
で
「
声
楽
・

ピ
ア
ノ
演
奏
会
」
を

開
催
し
た
。

　
６
年
生
は
会
場
で



　
３
年
目
の
本
年
度
は

「
新
郷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
室
内
楽

と
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
」
を

迎
え
て
、
11
月
20
日
並

　
最
近
私
の
血
圧
が
、
上

が
２
０
０
、
下
が
１
０
０

近
く
ま
で
上
が
っ
て
き
ま

し
た
。
一
般
的
に
か
な
り

の
高
血
圧
症
、
ピ
ン
チ
で

す
。
こ
れ
で
も
仕
事
と
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
を
充
実
さ
せ

て
い
る
普
段
の
生
活
に
は
、

な
ん
の
支
障
も
あ
り
ま
せ

ん
。

　
し
か
し
、
長
く
高
血
圧

を
続
け
る
と
、
血
管
や
心

臓
に
負
担
が
か
か
り
、
や

が
て
重
い
病
気
に
な
る
と

考
え
ら
れ
る
の
で
、
今
の

生
活
を
見
直
す
こ
と
に
し

ま
し
た
。

　
私
の
性
格
は
職
業
柄
、

正
確
で
キ
レ
イ
に
完
璧
な

治
療
を
し
よ
う
と
い
う
、

い
わ
ゆ
る
完
璧
主
義
で
、

さ
ら
に
好
奇
心
が
強
く
、

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
も
な
ん

で
も
完
全
に
や
ら
な
い
と

気
が
済
ま
な
い
為
、
い
つ

も
頭
の
中
は
忙
し
く
ス
ト

レ
ス
い
っ
ぱ
い
で
、
身
体

に
負
担
を
か
け
す
ぎ
て
い

る
毎
日
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　
な
の
で
、
高
血
圧
の
原

因
は
、
こ
の
生
活
習
慣
に

あ
る
と
考
え
、
や
り
た
い

こ
と
は
今
ま
で
通
り
に
や

る
こ
と
に
し
て
、
そ
の
間
、

間
に
休
み
を
沢
山
入
れ
る

 

工
夫
を
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。

　
ち
ょ
っ
と
寝
る
、ち
ょ
っ

と
お
茶
す
る
、
カ
ラ
オ
ケ

で
気
分
を
変
え
る
、
ラ
ジ

オ
体
操
を
す
る
、
今
ま
で

よ
り
1.5
倍
ニ
コ
ニ
コ
す
る

な
ど
、
ゆ
っ
た
り
す
る
時

間
を
増
や
し
ま
し
た
。

　
お
か
げ
で
２
週
間
も
し

た
ら
、
上
が
１
７
０
〜

１
４
０
、
下
が
99
〜
85
位

ま
で
落
ち
て
き
ま
し
た
。

「
ま
だ
高
い
よ
」
と
他
人
は

言
う
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、

体
が
血
圧
を
上
げ
る
の
は
、

そ
の
人
の
動
き
に
必
要
だ

か
ら
で
、
こ
れ
を
今
の
標

準
血
圧
90
〜
１
４
０
ま
で

下
げ
て
し
ま
う
と
、
元
気

が
な
く
な
り
活
動
力
も
落

ち
て
、
私
の
人
生
で
は
な

く
な
る
気
が
し
ま
す
。

岩
下
歯
科
医
院（
榛
松
）　

　
　
院
長　
岩
下
一
三

　
母
校
、
川
口
市
立

東
中
学
校
に
僕
が
入

学
し
た
時
は
、
各
学

年
が
40
人
学
級
で
10

ク
ラ
ス
、
全
校
生
徒

約
１
２
０
０
人
を
超

え
て
お
り
ま
し
た
。　

　
入
学
し
た
際
に
約

４
０
０
人
が
同
級
生

と
な
っ
た
わ
け
で
す

が
、
新
郷
小
学
校

と
新
郷
南
小
学

校
か
ら
３
８
０

人
、
対
し
て
僕

ら
東
本
郷
小
学

校
か
ら
は
20
人
程
で

あ
り
、
不
安
し
か
な

か
っ
た
記
憶
が
い
ま

だ
に
残
っ
て
お
り
、

東
本
郷
小
学
校
か
ら

榛
松
中
学
校
に
行
っ

た
同
級
生
を
羨
ま
し

く
も
思
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
陸
上
部

へ
入
部
す
る
と
友
達

が
一
気
に
増
え
、
気

が
付
け
ば
、
先
輩
方

に
も
生
意
気
な
後
輩

だ
と
言
わ
れ
な
が
ら

可
愛
が
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
第
２
次
ベ
ビ
ー

ブ
ー
ム
世
代
で
す
か

ら
と
に
か
く
生
徒
が

多
か
っ
た
の
で
、
ク

ラ
ブ
活
動
も
活
発

で
、
野
球
部
は
80
人

を
超
え
、
さ
な
が
ら

甲
子
園
を
目
指
す
強

豪
高
校
の
よ
う
で
あ

り
ま
し
た
。
我
が
男

子
陸
上
部
も
60
人
程

お
り
存
在
感
を
放
っ

て
い
ま
し
た
。

　
さ
て
、
小
学
生
気

分
が
抜
け
な
い
僕
を

変
え
た
陸
上
部
Ｆ
部

長
の
一
言
。

　
「
飯
塚
に
は
期
待

し
て
い
る
の
だ
か
ら

真
面
目
に
練
習
し
て

く
れ
よ
」
と
。

　
中
学
１
年
生
の
６

月
で
い
き
な
り
川
口

市
の
大
会
で
優
勝
し

て
、
う
か
れ
て
い
た

の
で
し
ょ
う
。

　
Ｆ
部
長
の
言
葉

で
、
僕
は
練
習
で
も

力
を
抜
か
ず
に
部
活

動
に
励
む
よ
う
に
心

が
け
ま
し
た
。

　
そ
の
お
か
げ
で
、

大
人
に
な
っ
て
か
ら

出
来
な
い
理
由
を
探

す
の
で
は
な
く
、
ど

う
す
れ
ば

出
来
る
か

を
、
考
え

る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　
心
身
と
も
に
僕
を

育
て
て
く
れ
た
川
口

市
立
東
中
学
校
と
、

先
輩
、
同
級
生
、
後

輩
に
は
感
謝
し
か
あ

り
ま
せ
ん
。

　　
川
口
市
議
会
議
員

　
　
　
飯
塚　
孝
行

　
埼
玉
県
誕
生
１
５
０

周
年
を
祝
い
、
川
口
市

の
花
で
あ
る
「
鉄
砲
百

合
」
が
川
口
市
か
ら
埼

玉
県
に
寄
贈
さ
れ
、
県

庁
南
玄
関
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
ホ
ー
ル
前
に
展
示

さ
れ
ま
し
た
。

　
写
真
を
撮
り
に
行
く

と
、
偶
然
に
も
大
野
元

裕
県
知
事
と
お
会
い
し

記
念
写
真
を
撮
り
ま
し

た
。

　
文
・
写
真
、
立
石
泰

広
県
議
会
議
員
提
供
。

　
県
退
職
公
務
員
連
盟

川
口
支
部
（
支
部
長=

山
下
紘
一
さ
ん
）
は
、

魅
力
あ
る
教
育
講
演
会

を
開
催
さ
れ
て
い
る
。

　
11
月
10
日
、
新
郷

南
公
民
館
（
館
長
＝

秋
場
昇
さ
ん
）
に
、

科
学
館
の
出
張
授
業

で
、
指
導
者
の
淺
井

直
樹
さ
ん
、
長
谷
川

優
子
さ
ん
と
、
２
つ

の
大
き
な
天
体
望
遠

鏡
が
や
っ
て
き
た
。

　
月
の
ク
レ
ー
タ
ー
、

木
星
と
ガ
リ
レ
オ
衛

生
、
土
星
の
環
を
観

察
し
て
み
よ
う
と
、

天
体
観
望
会
が
開
催

さ
れ
た
。

　
子
ど
も
達
は
「
穴

ぼ
こ
が
良
く
見
え
る
・

す
ご
い
！
か
け
際
が

良
く
見
え
る
・
ず
っ

と
見
て
い
た
い
」
等

歓
声
を
上
げ
て
い
た
。

左から、秋場さん、淺井さん、長谷川さん

前列は新郷コミュニティオーケストラの皆さん
木
公
民
館
で
開
催
し

た
。

　
曲
は
、
ク
ラ
ッ
シ
ッ

ク
・disney

映
画
曲
・

日
本
の
曲・歌
曲・フ
ィ

ナ
ー
レ
は
故
郷
を
全
員

で
合
唱
。

　
出
演
者
１
人
１
人

に
、
心
温
ま
る
感
謝
状

が
贈
呈
さ
れ
た
。　

左は立石県議、大野知事



　
岸
田
総
理
大
臣
は
、

就
任
後
直
ぐ
に
後
藤
厚

労
相
に
「
飲
み
薬
」
の

年
内
実
用
化
を
指
示
し

て
い
ま
し
た
。　

　
米
国
メ
ル
ク
社
が
、

承
認
申
請
中
の
新
型
コ

ロ
ナ
の
飲
み
薬
「
モ
ル

ヌ
ピ
ラ
ビ
ル
」
は
、
発

症
５
日
以
内
の
服
用
推

奨
で
課
題
。
そ
の
課
題

と
な
る
の
は
、
服
用
ま

で
の
時
間
で
す
。

　
処
方
を
受
け
る
の
は

医
療
機
関
な
ど
の
検
査

を
受
け
て
処
方
さ
れ
る

と
思
い
ま
す
。

　
感
染
が
急
に
拡
大
す

る
と
、
業
務
が
ひ
っ
迫

し
て
直
ぐ
に
検
査
を
受

け
ら
れ
ま
せ
ん
。
結
果

が
確
認
さ
れ
る
ま
で
に

時
間
が
か
か
り
ま
す
。

　
ま
た
、
検
査
が
出
来

る
医
療
機
関
の
数
が
限

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
薬
の
投
薬
は
、
個
々

の
調
剤
薬
局
を
考
え
て

（290）

10
月
号
新
堀
町
会
12

班
寄
付
で
、
川
原
さ
ん

の
河
の
誤
字
を
訂
正
し

お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
年
も
発
行
協
力
の

各
新
聞
販
売
店
様
、
ス

ポ
ン
サ
ー
様
、
読
者
の

皆
様
大
変
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。
編
集
部

次
号
は
1
月
19
日

（
水
）
発
行
で
す
。

い
る
よ
う
で
す
。

　
当
薬
局
に
も
、
飲
み

薬
の
在
庫
を
希
望
す
る

か
？

　
処
方
が
出
た
ら
患
者

の
自
宅
に
配
達
出
来
る

か
等
の
問
い
合
わ
せ
が

あ
り
ま
し
た
。　

　
濃
厚
接
触
者
と
の
接

触
を
出
来
る
だ
け
少
な

く
す
る
た
め
に
ど
う
す

る
か
思
案
し
て
い
る
よ

う
で
す
。　

　
実
行
ま
で
に
は
、
ま

だ
難
題
を
ク
リ
ア
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
保
険
薬
剤
師

  　
　
中
山　
久
仁
夫

　
埼
玉
県
民
の
日
の

11
月
14
日
、
ク
ラ
シ

カ
ル
ス
タ
ジ
オ
カ

ル
ー
ソ
で
、
川
口
Ｔ

Ｉ
Ｄ
A
音
楽
企
画
主

催
の
埼
玉
県
１
５
０

周
年
記
念
コ
ン
サ
ー

ト
が
開
催
さ
れ
た
。

　
出
演
は
Ｔ
Ｉ
Ｄ
A

少
年
少
女
音
楽
隊
、

新
郷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
、
ソ

プ
ラ
ノ
金
刺
美
穂
さ

ん
、
ピ
ア
ノ
南
雲
彩

さ
ん
、
サ
ク
ソ
フ
ォ

ン
河
原
久
美
子
さ
ん
。

　
少
年
少
女
音
楽
隊

が
、
室
内
楽
の
響
き

を
バ
ッ
ク
で
、
小
２

か
ら
中
２
の
19
名
が
、

合
唱
や
リ
コ
ー
ダ
ー

で
、
埼
玉
県
民
歌
等

素
晴
ら
し
い
響
き
を

奏
で
た
。

　
右
下
写
真
左
か
ら
、

南
雲
さ
ん
、
金
刺
さ

ん
、
河
原
さ
ん
、
永

瀬
秀
樹
県
議
。

　
埼
玉
県
（
知
事
＝
大
野
元

裕
さ
ん
）
誕
生
１
５
０
周
年

を
記
念
し
て
、
記
念
事
業

パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
川
口
鋳

物
工
業
協
同
組
合
（
会
長
＝

石
川
義
明
さ
ん
）
と
日
本
郵

便(

株)

、
埼
玉
県
郵
便
局

長
連
絡
協
議
会
の
寄
贈
に
よ

り
、
県
庁
南
玄
関
に
埼
玉

１
５
０
周
年
記
念
ポ
ス
ト
が

設
置
さ
れ
ま
し
た
。
川
口
鋳

物
工
業
協
同
組
合
が
鋳
物
で

製
造
し
た
ポ
ス
ロ
ン
で
す
。

文・写
真
、
永
瀬
県
議
提
供
。左からコバトン、永瀬さん、ポスロン、石川さん、さいたまっち。

◇
日
：
１
月
15
日
（
土
）

◇
時
：
開
場
13
時
00
分

　
　
　
開
演
13
時
30
分

◇
所
：
日
本
キ
リ
ス
ト
教

団
西
川
口
教
会
（
川
口

市
西
青
木
１-

25-

21
）

◇
講
師
：
樋
野
興
夫
先

生
（
新
渡
戸
稲
造
記
念

セ
ン
タ
ー
長
。
順
天
堂

大
学
名
誉
教
授
。
一
般

社
団
法
人
が
ん
哲
学
外

来
理
事
長
。
恵
泉
女
学

園
理
事
長
）

◇
講
演
題
「
人
生
の
道

を
勇
ま
し
く
前
進
〜
よ

り
よ
い
ゴ
ー
ル
に
向

か
っ
て
〜
」

◇
入
場
無
料
・
定
員
30
人

◇
主
催
＝
川
口
が
ん
哲
学

カ
フ
ェ
い
ず
み
世
話
人
会

◇
＝
０
４
８
（
２
５
２
）

７
０
３
６　
金
田　
　

　
毎
年
、
恒
例
の
各

町
会
長
様
始
め
、
各

団
体
、
個
人
様
か
ら

名
刺
広
告
を
頂
き
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
回
も
「
新
郷
新

聞
」
制
作
費
や
印
刷

費
用
、
そ
し
て
地
域

新
聞
の
応
援
を
込
め

て
、
令
和
４
年
１
月

号
に
、
名
刺
広
告
の

ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
新
た
に
、

ご
協
力
頂
け
る
方
、

ご
連
絡
を
お
待
ち
申

し
上
げ
ま
す
。　
　

☎
０
４
８
（
２
８
４
）

　
　
　
　
５
７
７
９

　
　
　
新
郷
新
聞
社

手
打
ち
の
為
、
数
に
限
り

　
が
あ
り
ま
す
の
で
お
早
め

　
に
お
買
い
求
め
下
さ
い
。

　
ご
予
約
も
賜
り
ま
す
。

　
お
土
産
用
う
ど
ん
す
き
も

　
あ
り
ま
す
。

（
レ
ス
ト
ラ
ン
・
ガ
ス
ト
前
）

☎
（
２
８
１
）
２
３
７
１

12
月
23
日
（
木
）
〜
25
日
（
土
）

◇
Ａ
コ
ー
ス
：
タ
ラ
バ
ガ
ニ
の　

　
冷
製
ロ
ワ
イ
ヤ
ル
風
等

◇
Ｂ
コ
ー
ス
：
海
老
と
ト
マ
ト
の

　
カ
ク
テ
ル
仕
立
て
等

◇
Ｃ
コ
ー
ス
：
懐
石
風
オ
ー
ド
ブ
ル

盛
り
合
わ
せ
等

☆
忘
年
会
・
新
年
会
承
り
ま
す

★
問
＝
下
記
広
告
に
。


